




































































































































うつ 平均値 SD 　
いらいら 高抑うつ群 7.55 2.01
低抑うつ群 6.19 2.25 　p<.05
疲労感 高抑うつ群 7.75 2.31
低抑うつ群 6.78 2.01 　　
不安 高抑うつ群 7.05 2.19
低抑うつ群 5.41 2.26 　p<.01
活気 高抑うつ群 6.05 2.14
低抑うつ群 6.96 2.12 　　
身体愁訴 高抑うつ群 21.55 7.32
低抑うつ群 17.78 4.37 　p<.05
表1　SDS得点を従属変数とした重回帰分析結果
独立変数 β 独立変数 β
年齢 -.249 身体的負担 -.299 p<.05
経験年数 -.020 コントロール -.388 p<.05
職務満足感 技能活用 -.307 p<.05
職務内容 -.284 p<.05 働き甲斐 .353 p<.05
職場環境 .316 サポ トー要因
給与 .252 上司サポ トー .099
人間関係 -.789 p<.01 同僚サポ トー .113
ストレス要因 家族・友人サポ トー -.327 p<.05
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〔抄　録〕
精神保健福祉士（以下：PSW）は精神保健福祉領域の相談援助の専門職であるが，質の
高い支援を当事者に提供するためには自身のメンタルケアが必要不可欠であると考えられ
る。本論では岩手県精神保健福祉士会においてPSW自身の抑うつの程度，職務上のスト
レスや満足感を調査した。方法は岩手県精神保健福祉士会会員139名を対象に，SDS（抑う
つ），職務満足感，職業性ストレス等の郵送調査を行い，調査票の返信があった47名を分
析の対象とした。SDS高群は20名で全体の43％，SDS低群は27名で57％であった。重回
帰分析の結果，職場の人間関係における問題が抑うつに大きく影響することが示された。
PSWのメンタルヘルス向上のためには職場内外におけるスーパーバイズの意図的な機会
の提供および専門職としての自己覚知が不可欠であると考えられた。また必要に応じて事
業場外資源への相談や受診を促すことも1つの手段として有効であると思われた。

